








要約:国際的な立場からまとめるとき、学習障害は、発達期に生じること、中枢神経系の

障害であること、知能は正常であり、認知や情報の処理過程に中心的な障害があること、

したがって、発達性読字障害・書字障害などで表現されるとなる。微細脳機能障害での多

動や注意欠陥などの障害は除外される。しかし、これではわが国が解決を求められている

学習障害の問題や近年の神経生物学の知見からは問題が残される。わが国独自の概念の提

案と考え方が必要であろう。


